
拝
啓

 
立

春
の

候
益

マ
衡

健
勝

の
趣

慶
賀

の
至

り
に

存
じ

ま
す

,
每

々
何

か
と

格
別

の
街

協
力

御
実

援
に

預
か

り
有

り
難

く
深

謝
申

し
上

げ
ま

す
**

さ
て

当
1L

に
お

き
ま

し
て

は
例

年
皆

樣
方

の
衝

助
力

を
賜

り
採

燈
護

摩
を

行
な

つ
T

お
り

ま
す

"

昨
年

は
葛

城
濯

頂
会

の
た

め
時

期
を

三
月

に
変

更
し

開
催

し
ま

し
た

が
、

例
年

の
酷

暑
を

考
え

る
ど

、
昨

年
に

行
い

ま
し

た
三

月
は

寒
さ

が
残

る
も

の
の

良
い

季
節

で
あ

っ
た

た
め

、
本

年
よ

り
每

年
三

月
第

三
日

曜
日

に
開

催
す

る
こ

と
と

い
た

し
ま

し
た

。

そ
こ

で
来

る
三

月
十

五
日

(日
)

午
前

十
一

時
よ

り
総

本
山

聖
護

院
門

跡
御

親
修

の
も

ヒ
に

世

界
平

和
、

家
内

安
全

等
祈

願
の

採
燈

議
摩

を
勤

修
致

し
ま

す
。

当
山

は
本

宗
開

祖
役

行
者

の
開

踏
せ

ら
れ

た
国

峰
富

士
山

権
現

の
本

地
仏

大
日

如
来

を
勧

請
し

御
本

尊
に

安
置

し
た

も
の

で
あ

り
ま

し
て

霊
験

殊
に

顕
著

ど
し

て
知

ら
n

-t
お

り
ま

す
』

就
き

ま

し
て

は
御

多
繁

の
做

、
皆

様
の

御
参

拝
を

お
待

ち
申

し
-7

お
り

ま
す

。

記
 

・
一

ー
、

日
時

 
三

月
十

五
日

(日
)

午
後

十
一

時
萎

n行
列

開
始

ー
、

当
山

へ
は

市
パ

ス
『銀

閣
寺

」
下

車
、

疎
水

沿
い

に
ざ

か
の

ぼ
る

二
ど

三
百

メ
¦

ト
ル

ほ
ビ

で
す

。
(哲

学
の

道
)

ー
、

お
供

え
は

振
込

て
も

承
り

ま
す

。
左

記
振

込
口

座

京
都

銀
行

 
銀

閣
寺

支
店

一
四

一
普

通
 

口
座

番
号

 
五

七
九

九
五

八

口
座

名
義

彌
勒

院
代

表
役

員
草

分
俊

顕

ー
、

*
前

の
お

供
え

の
領

収
書

は
ご

祈
祷

札
ど

共
に

お
渡

し
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

ー
、

駐
車

場
の

用
意

が
ま

ま
な

ら
な

い
た

め
、

車
で

お
越

し
の

場
合

は
近

隣
の

コ
イ

ン
パ

ー
キ

ン
グ

等
を

ご
利

用
く

だ
さ

い
。

令
和

八
年

一一月
吉

日

弥
 

勒
 

院

”
住

職
 

草
分

俊
顕

• 
世

話
方

」
同

各
 

位


